
京
都
南
部
地
域

行
政
改
革
推
進
会
議

乙
訓
地
域

分
科
会

だ
よ
り

み
ん
な
が
暮
ら
し
て
い
く

ま
ち
だ
か
ら

み
ん
な
で
考
え
よ
う

み
ん
な
の
ま
ち
の
将
来
を

西国街道は、かつて乙訓地域を南北に貫く重要なルー
トでした。街道は大山崎の離宮八幡宮門前（写真）に
迂回するように走っています。この門前では淀川の渡
し場と結ぶルートと接続していました。江戸時代、大
坂からの物資は大山崎で陸揚げされ、この門前を通っ
て、乙訓地域へと運ばれていきました。乙訓の西国街
道は、現在府道67号線として使われています。

乙
訓
地
域
分
科
会
で
は
、
向
日
市
・
長
岡
京
市
・
大
山
崎
町
の
自
治
体
合
併
に

つ
い
て
調
査
研
究
や
情
報
提
供
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
は
、
京
都
府
内
の
合

併
市
町
の
そ
の
後
の
状
況
を
特
集
し
ま
す
。
ま
た
、
京
都
府
内
の
住
民
参
加
の

ま
ち
づ
く
り
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
紹
介
し
て
い
ま
す
。

◆
も
く
じ
◆

　
　
　

  

ど
う
な
っ
て
る
の
？ 

合
併
そ
の
後　

　
　
　

  　

 

京
都
府
内
の
合
併
市
町
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら 

2

合
併
し
た
自
治
体
は
、
い
ま

　
　
　

  　

 

香
川
県
丸
亀
市
、
三
重
県
伊
勢
市 

6

住
民
参
加
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
よ
う 

8

東
日
本
大
震
災
に
対
す
る
二
市
一
町
の
支
援
状
況 

10

二
市
一
町
派
遣
職
員
か
ら
の
報
告 

11

乙
訓
地
域
の
文
化
財 

12

特�

集
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京丹後市

伊根町

与謝野町

京丹波町 南丹市

久御山町

宇治田原町

和束町

笠置町

南山城村

井手町

精華町木津川市

京都市

宇治市

舞鶴市

綾部市

宮津市

亀岡市

城陽市
八幡市

京田辺市

宮津市

福知山市

久御山町

宇治田原町

笠置町

南山城村

井手町

精華町

京田辺市

八幡市
大山崎町

向日市
長岡京市

23

福知山市：平成18年1月
福知山市・三和町・夜久野町・
大江町の１市３町が合併
人口81,769人

京丹後市：平成16年4月
峰山町・大宮町・網野町・丹後町・
弥栄町・久美浜町が合併
人口58,235人

京丹波町：平成17年10月
丹波町・瑞穂町・和知町が合併
人口15,513人

平成23年10月1日現在の推計人口
※福知山市は9月末現在（ ）

与謝野町：平成18年3月
加悦町・岩滝町・野田川町が合併
人口24,309人

南丹市：平成18年1月
園部町・八木町・日吉町・
美山町が合併
人口34,935人

木津川市：平成19年3月
木津町・加茂町・山城町が合併
人口70,791人

市
町
村
合
併
に
よ
り
生
じ
た
効
果

　

合
併
で
地
域
が
広
域
化
し
た
り
、
行
財
政
運
営
が
効
率
化

し
た
こ
と
に
伴
い
、
住
民
に
と
っ
て
プ
ラ
ス
の
効
果
が
生
ま

れ
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

◆ 

住
民
の
利
便
性
向
上
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
高
度
化
・
多
様

化
へ
の
対
応

・ 

合
併
時
に
福
祉
施
策
等
を
高
基
準
に
統
一
し
た
こ
と
に
よ

る
住
民
福
祉
の
向
上
（
福
祉
医
療
な
ど
）（
福
知
山
市
）

・ 

合
併
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル
メ
リ
ッ
ト
を
生
か
し
、
下
水
道
整

備
地
域
の
拡
大
（
京
丹
後
市
）

・ 

旧
町
の
社
会
教
育
・
体
育
施
設
の
町
内
料
金
に
よ
る
共
通

利
用
（
与
謝
野
町
）

◆
広
域
的
な
ま
ち
づ
く
り
、
地
域
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

・ 

歴
史
的
資
源
・
観
光
資
源
の
共
有
に
よ
る
地
域
の
知
名
度

向
上
、
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
（
福
知
山
市
）

・ 

市
内
に
工
業
団
地
を
造
成
し
、
全
国
を
対
象
に
Ｐ
Ｒ
す
る

企
業
誘
致
・
企
業
立
地
活
動
の
展
開
（
京
丹
後
市
）

・ 

木
津
川
市
観
光
協
会
の
設
立
（
木
津
町
、
山
城
町
に
は
観

光
協
会
無
し
）（
木
津
川
市
）

◆ 

行
財
政
運
営
の
効
率
化
・
職
員
が
担
当
す
る
業
務
分
野
が

広
く
な
り
す
ぎ
な
い
な
ど
の
職
員
体
制
の
強
化

・ 

職
員
削
減
に
よ
る
人
件
費
の
抑
制
（
福
知
山
市
、
京
丹
後

市
）

・ 

支
所
機
能
を
強
化
す
る
た
め
、地
域
支
援
担
当
を
配
置
し
、

各
区
（
長
）
と
の
連
携
を
強
化
（
京
丹
波
町
）

どうなってるの？ 合併その後

合併ラッシュから一定期間経過した今、合併後の自治体にはどんな効果や課題があり、どういった対応を
行っているのでしょうか。京都府の「今後の高齢化・人口減少社会における府・市町村のあり方研究会」
が平成23年３月に６市町に実施したアンケートをもとに考えます。

合併その後
 －京都府内の合併市町アンケートから－

どうなってるの？
特 集

市
町
村
合
併
の
デ
メ
リ
ッ
ト
へ
の
対
応

　

市
町
村
合
併
に
は
、
効
果
と
同
時
に
デ
メ
リ
ッ
ト
も
報
告

さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
を
少
し
で
も
減
ら
す
た
め
、
各
市
町

で
工
夫
し
た
取
り
組
み
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

◆ 

地
域
の
歴
史
、
文
化
、
伝
統
の
喪
失
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
意

識
の
希
薄
化
へ
の
対
応

・ 

市
民
力
活
性
化
推
進
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
事
業
補
助
金
制
度
を

設
け
て
市
民
主
体
の
幅
広
い
活
動
を
支
援
（
京
丹
後
市
）

・ 

行
政
地
域
制
度
の
設
置
・
地
域
活
動
支
援
交
付
金
の
創
設

（
木
津
川
市
）

◆
中
心
部
と
周
辺
部
の
格
差
拡
大
へ
の
対
応

・ 

旧
町
単
位
に
市
民
局
（
支
所
）
を
置
き
、
合
併
前
配
置
職

員
数
の
半
数
以
上
を
配
置
す
る
よ
う
配
慮
（
京
丹
後
市
）

・ 

総
合
計
画
に
お
い
て
地
域
の
も
つ
特
性
や
歴
史
を
踏
ま
え

た
ゾ
ー
ニ
ン
グ
を
設
定（
福
知
山
市
、京
丹
後
市
、南
丹
市
）

◆ 

役
場
が
遠
く
な
る
、
住
民
の
声
が
届
き
に
く
い
こ
と
へ
の

対
応

・ 「
ご
意
見
箱
」、
審
議
会
の
公
開
等
の
情
報
公
開
制
度
と
広

聴
制
度
の
充
実
（
福
知
山
市
、
京
丹
後
市
）

・ 

市
政
・
町
政
懇
談
会
の
地
域
ご
と
の
開
催
（
福
知
山
市
、

南
丹
市
、
与
謝
野
町
）

◆
住
民
サ
ー
ビ
ス
水
準
の
低
下
、住
民
負
担
の
増
へ
の
対
応

・ 

水
道
料
金
、
国
保
税
が
合
併
に
伴
っ
て
急
激
な
値
上
げ
と

な
る
地
域
へ
の
激
変
緩
和
措
置
の
実
施
（
京
丹
後
市
）

・ 

住
民
票
等
の
各
種
証
明
発
行
事
務
を
郵
便
局
に
お
い
て
取

り
扱
う
「
特
定
事
務
委
託
業
務
」
の
導
入
（
南
丹
市
）

・ まちづくりと称する活性化が、観光や商業に限定されがちになっていないか。子どもたちにとっても
住みよいまちづくりを進めてほしい。

・ 合併協議会で作成された「新市建設計画」における収入見通しと実際の収入が著しく乖
か い り

離している。
そのため検証が必要ではないか。

・支所を廃止しないでほしい。
・ 合併の効果を最大限に発揮するため保育所・小中学校の適正規模・適正配置、庁舎の総合庁舎方式へ

移行を。
・ 職員をもっと減らすべき（減らすなとの意見も有り）。

合併のメリットやデメリットに関する住民からの意見

アンケート
回答市町の紹介

特 集
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合
併
後
の
地
域
振
興
施
策
の
状
況

 

～
周
辺
部
へ
の
対
応
方
策
～

合
併
後
の
地
域
振
興
施
策
と
し
て
、
周
辺
部
へ
の
対
応
は
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
日
々
の
住
民
サ
ー
ビ
ス

に
対
応
す
る
支
所
や
、
意
見
交
換
の
場
な
ど
、
各
市
町
は
ど
の
よ
う
な
工
夫
を
し
、
ど
の
よ
う
な
課

題
を
持
っ
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　自治法上の支所を３支所設置。支所は、日常的な住民サー
ビスの確保と広域的な地域振興の拠点となっています。「元気
出す地域活力支援事業」や「ふくちの農山村応援事業」など
の地域振興施策を実施。また、旧町の特色ある地域資源を活
用した振興施策を実施しています。
課題
　合併による住民サービスの低下を避けるため、支所を本庁
のサテライトと位置づけ、地域拠点として旧町域を超えた活
用を図る必要があります。

　旧町の「地域振興会」「自治振興会」を受け継ぎ、
支所を中心に行政や各種団体等と連携・協働した組
織運営を推進しています。エリアごとの独自施策で
地域振興を図るうえで、地域の中心が支所となって
います。市民の負担軽減、災害時の初動などの面で
も有効です。
課題
　支所の設置は二重行政の弊害を伴うこともあり、
行政運営上の効率化という面では課題があります。

　「京丹後市まちづくり委員会」（条例に基づき設置）の答申
をもとに、市民局（支所）に自治活動、市民活動を支援する
地域サポーターを設置。また、優れた知識、経験をもつ市民
を地域づくりアドバイザーとして登録し、地域づくり活動を
支援するなどの取り組みを実施しています。
課題
　まちづくり委員会からの答申、意見等をいかに市の施策に
反映してまちづくりを推進していくかが今後の課題です。

　24区長をメンバーとして、町との連絡調整、町
政に対する意見交換の場として、「与謝野町区長連絡
協議会」を年２回程度開催。合併して24自治区と
大所帯となったものの、行政と地域住民との連絡調
整、意見交換の場として最も重要な組織となってい
ます。

　地域審議会を設置し、地域から市への提言を受け
付けています。地域審議会の設置により、地域間の
バランスが保たれています。また、33の行政地域を
設置した行政地域制度により、定期的に市への要望
を出せる機会を設定しています。
課題
　支所には一定規模の人員配置が必要であり、合併に
よる人員削減効果を十分発揮できない面があります。
また、地域審議会は合併の日から５年間と法に定めら
れているので、その後の対応が課題です。

福知山市南丹市

京丹後市与謝野町

木津川市

合併に伴い、住民サービスの充実が図られた事例

市内全域に
防災無線を整備

（京丹後市）

子どもの医療費の一部を助成
（京丹後市）

（対象年齢を拡大）

図書館蔵書の
インターネット検索・
予約システム（与謝野町）

全小学校へガードマンを配置
（木津川市）

高齢者住宅改修
補助制度

（与謝野町）

活用

充実

活用

充実

創設

どうなってるの？ 合併その後特 集
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合
併
し
た
自
治
体
は
、い
ま

三重県

伊勢市
香川県

丸亀市

視
察
レ
ポ
ー
ト

　

三
重
県
伊
勢
市
は
、
平
成
17
年
11
月
に
、
旧
伊
勢
市
、

旧
度わ
た
ら
い
ぐ
ん

会
郡
二ふ

た
み見

町
、
旧
小お

ば
た俣

町
、
旧
御み

そ
の薗

村
が
旧
合
併

特
例
法
に
よ
り
新
設
合
併
し
た
自
治
体
で
す
。

　

人
口
が
13
万
３
５
２
７
人
で
、
面
積
は
２
０
９
平
方

キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
乙
訓
地
域
の
約
６
・
３
倍
）
で
す
。

議
員
定
数
は
、
１
市
２
町
１
村
合
併
前
は
78
人
で
し
た

が
、
現
在
は
28
人
に
減
っ
て
い
ま
す
。
合
併
前
の
職
員

数
は
、
１
７
２
７
人
（
旧
伊
勢
市
１
４
１
８
人
、
旧
二

見
町
１
０
３
人
、
旧
小
俣
町
１
２
０
人
、
旧
御
薗
村
86

人
）
で
、
現
在
は
１
４
４
４
人
で
す
。

●
合
併
の
経
緯

　

平
成
13
年
12
月
、
旧
伊
勢
市
長
が
伊
勢
志
摩
地
区
広

域
市
町
村
圏
協
議
会
14
市
町
村
に
対
し
、
合
併
協
議
の

場
の
設
立
と
参
画
を
要
請
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
協
議

を
重
ね
た
結
果
、
平
成
14
年
８
月
に
、
旧
伊
勢
市
、
旧

二
見
町
、
旧
小
俣
町
、
旧
御
薗
村
の
４
市
町
村
で
合
併

協
議
会
を
設
立
す
る
に
至
り
、計
37
回
の
会
議
を
重
ね
、

平
成
17
年
11
月
に
新
「
伊
勢
市
」
が
誕
生
し
ま
し
た
。

　

丸
亀
市
は
平
成
17
年
３
月
に
旧
丸
亀
市
、旧
綾あ
や
う
た歌

町
、

旧
飯は
ん
ざ
ん山

町
が
旧
合
併
特
例
法
に
基
づ
き
新
設
合
併
し
た

自
治
体
で
す
。

　

人
口
は
11
万
３
５
４
人
で
、
面
積
は
１
１
１
・
80
平

方
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
（
乙
訓
地
域
の
約
３
・
５
倍
）
で
す
。

議
員
定
数
は
、１
市
２
町
合
併
直
後
は
34
人
で
し
た
が
、

現
在
は
、
30
人
に
減
っ
て
い
ま
す
。
合
併
直
後
の
職
員

数
は
、
１
２
５
１
人
（
旧
丸
亀
市
９
４
２
人
、
旧
綾
歌

町
１
２
６
人
、
旧
飯
山
町
１
４
１
人
、は
ん
り
ょ
う

飯
綾
消
防
組
合

42
人
）
で
し
た
が
、
現
在
は
９
６
４
人
で
す
。

●
合
併
の
経
緯

　

平
成
14
年
、
中
讃
広
域
行
政
事
務
組
合
に
構
成
２
市

７
町
に
よ
る
合
併
研
究
会
が
置
か
れ
、
広
域
合
併
を
視

野
に
入
れ
た
検
討
を
開
始
し
ま
し
た
。
平
成
15
年
４
月

に
は
、消
防
行
政
で
つ
な
が
り
の
強
か
っ
た
旧
綾
歌
町
、

旧
飯
山
町
の
２
町
と
、
旧
丸
亀
市
に
よ
る
合
併
協
議
会

を
設
置
。
平
成
17
年
１
月
ま
で
の
間
に
全
19
回
に
及
ぶ

協
議
を
重
ね
た
結
果
、
同
年
３
月
22
日
に
新
丸
亀
市
が

誕
生
し
ま
し
た
。

●
合
併
に
伴
う
行
財
政
改
革
の
効
果

　

人
件
費
の
削
減
や
事
務
事
業
の
見
直
し
等
を
行
っ
た

結
果
、
平
成
21
年
度
ま
で
の
５
年
間
で
、
約
１
２
５
億

円
の
歳
出
削
減
効
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。
さ
ら
に
は
、

使
用
料
の
見
直
し
等
に
よ
っ
て
約
21
億
円
の
歳
入
が
確

保
で
き
、
合
併
当
初
の
財
政
運
営
に
大
い
に
役
立
ち
ま

し
た
。

　

合
併
後
の
新
た
な
事
業
は
市
民
の
ニ
ー
ズ
を
反
映
す

る
こ
と
に
努
め
、
小
学
校
区
を
単
位
と
し
た
地
域
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形
成
や
、コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
運
行
、

ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
整
備
促
進
の
対
象
範
囲
を
、
そ
れ
ぞ

れ
市
域
全
体
に
拡
大
し
ま
し
た
。
ま
た
、
合
併
特
例
債

を
活
用
し
、
防
災
面
で
の
安
全
・
安
心
対
策
に
も
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
市
営
の
競
艇
事
業
も
ナ
イ
タ
ー
レ
ー

ス
を
導
入
し
た
こ
と
に
よ
り
、
経
営
健
全
化
に
向
け
歩

み
だ
し
ま
し
た
。

●
今
後
の
課
題

　

合
併
か
ら
６
年
以
上
が
た
っ
た
現
在
、
旧
丸
亀
市
役

所
庁
舎
は
本
庁
舎
、
旧
町
役
場
庁
舎
は
支
所
と
し
て
活

用
し
て
い
ま
す
。

●
合
併
後
の
新
た
な
事
業

　

地
域
自
治
推
進
事
業
の
一
つ
と
し
て
、
各
小
学
校
区

単
位
に
、市
と
市
民
の
パ
イ
プ
役
と
な
る
職
員
（
兼
務
）

を
配
置
し
、
行
政
情
報
の
提
供
、
地
域
情
報
の
収
集
を

促
し
て
、
ま
ち
づ
く
り
協
議
会
の
設
立
を
支
援
し
て
い

ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
消
防
署
御
薗
分
署
庁
舎
新
築
事

業
や
、
中
学
校
給
食
施
設
建
設
事
業
な
ど
、
地
域
サ
ー

ビ
ス
の
充
実
と
平
準
化
が
な
さ
れ
ま
し
た
。

●
合
併
に
伴
う
財
政
削
減
効
果

　

特
別
職
、
議
員
等
の
人
件
費
の
削
減
と
と
も
に
、
諸

組
織
の
統
合
に
よ
り
、
事
務
的
経
費
、
維
持
管
理
費
が

削
減
さ
れ
ま
し
た
。
た
だ
し
、
旧
町
村
に
お
い
て
は
県

の
負
担
で
あ
っ
た
諸
経
費
が
、
新
市
の
負
担
と
な
る
な

ど
、合
併
に
よ
る
新
た
な
経
費
負
担
も
発
生
し
ま
し
た
。

●
市
民
の
声

　

伊
勢
と
い
う
知
名
度
の
高
さ
に
よ
っ
て
、
地
域
の
イ

メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
が
図
ら
れ
、
ま
つ
り
等
を
中
心
に
合
併

相
手
先
の
地
域
と
の
交
流
が
増
し
た
と
の
声
が
出
て
い

ま
す
。 

合
併
を
機
に
、新
た
な
交
通
体
系
と
し
て
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
バ
ス
が
運
行
さ
れ
る
な
ど
、
住
民
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
が
図
ら
れ
た
一
方
、
旧
町
村
で
あ
っ
た
地
域
で
は
、

格
差
是
正
の
た
め
、
都
市
計
画
税
の
徴
収
の
開
始
や
上

下
水
道
料
金
の
値
上
げ
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の

結
果
負
担
感
の
増
を
訴
え
る
声
も
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

●
今
後
の
課
題

　

ま
ず
、
地
域
自
治
の
推
進
や
、
新
伊
勢
市
と
し
て
の

一
体
感
の
醸
成
が
必
要
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
現
在
、
旧
２
町
１
村
の
庁
舎
を
利
用
し
た

３
つ
の
「
総
合
支
所
」
が
、
２
課
体
制
、
正
規
職
員
10

人
程
度
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
一
方
、
旧
伊
勢
市
か

ら
引
き
継
い
だ
９
つ
の
「
支
所
」
は
、正
規
職
員
１
人
、

嘱
託
職
員
２
人
の
計
３
人
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
住

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
目
指
し
つ
つ
、
行
財
政
改
革
推

進
の
観
点
か
ら
、
よ
り
効
果
的
・
効
率
的
な
行
財
政
運

営
の
検
討
が
今
後
の
課
題
と
な
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

課
題
は
、
新
市
移
行
後
も
旧
市
町
の
地
域
間
に
一
部

残
る
サ
ー
ビ
ス
格
差
や
、
図
書
館
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
な

ど
旧
市
町
か
ら
そ
の
ま
ま
引
き
継
い
だ
公
営
施
設
が
重

複
し
て
い
る
こ
と
で
す
。

　

こ
れ
ら
の
課
題
を
解
決
し
、
新
市
と
し
て
の
制
度
が

整
う
ま
で
に
は
合
併
後
10
年
か
か
る
見
込
み
で
す
が
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
積
極
的
に
行
財
政
改
革
に

取
り
組
ま
れ
て
い
ま
す
。

冬至の伊勢神宮の宇治橋。伊勢神宮では、平
成25年の式年遷宮にむけ、様々な行事が予
定されています。

▶

◀ 伊勢市役所（旧伊勢市役所庁舎）。この他、旧
二見町、旧小俣町、旧御薗村の庁舎を総合支
所として活用中です。

▲ 「扇の勾配」と呼ばれる美しい石垣の名城とし
て全国的に有名な丸亀城。築城400年、現存す
る木造天守12城のうちの１つです。

▲ 丸亀市役所。市民会館や生涯学習センター、保
健福祉センターが隣接し、庁舎南に位置する
市民広場は市民憩いの場となっています。
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京 都 府 地 域 力 再 生 プ ロ ジ ェ ク ト

住民参加のまちづくりを考えよう
　住民が自らの住みやすいまちづくりのための活動を行政と協力して行う取り組みは、
京都府内、乙訓地域でもさまざまな形で広がっています。そうした団体を支援する「京
都府地域力再生プロジェクト」から、いくつかの団体を紹介します。

長
岡
京
市

向
日
市

大
山
崎
町

お
い
し
い
食
事
と

元
気
を
届
け
る「
配
食
」

障
が
い
者
を
対
象
と
し
た

そ
ば
打
ち
体
験
会
の
開
催

地
域
の
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョン
を

図
る
居
場
所
づ
く
り

　

配
食
活
動
と
は
、
自
分
で
調
理
す
る

こ
と
が
難
し
い
高
齢
者
な
ど
に
食
事
を

配
達
し
安
否
確
認
も
行
う
、
地
域
の
見

守
り
活
動
で
す
。
手
作
り
の
家
庭
の
味

を
笑
顔
で
届
け
た
い
と
、市
民
同
士
の
助

け
合
い
の
気
持
ち
か
ら
生
ま
れ
ま
し
た
。

　

高
齢
化
や
核
家
族
化
の
進
行
に
よ

り
、
配
食
活
動
へ
の
期
待
は
今
後
も
高

ま
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
市
民
に
よ
る

支
え
合
い
の
配
食
活
動
が
一
層
広
が
る

よ
う
、
配
食
活
動
団
体
と
市
民
、
社
会

福
祉
協
議
会
、
行
政
で
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
組
織
し
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
持

つ
知
恵
や
力
を
合
わ
せ
て
、
配
食
の
ノ

ウ
ハ
ウ
を
伝
え
る
講
座
を
開
く
な
ど
の

事
業
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

向
日
市
内
在
住
の
定
年
退
職
者
ら
で

つ
く
る「
そ
ば
を
楽
し
む
会
」は
平
成
21

年
３
月
、
仲
間
内
で
そ
ば
打
ち
や
試
食

を
楽
し
む
目
的
で
発
足
し
た
団
体
。
そ

ば
打
ち
を
通
じ
た
社
会
貢
献
と
し
て
、

平
成
22
年
２
月
か
ら
障
が
い
者
を
対
象

に
し
た
そ
ば
打
ち
体
験
会
を
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

体
験
会
は
そ
ば
打
ち
を
す
る
機
会
の

少
な
い
障
が
い
者
に
、
そ
の
楽
し
さ
を

　
「
た
け
の
こ
」
は
、昔
の
井
戸
端
会
議

の
よ
う
に
、
ご
近
所
さ
ん
が
ち
ょ
っ
と

集
ま
っ
て
よ
も
や
ま
話
に
花
を
咲
か
せ

る
よ
う
な
、
地
域
に
根
差
し
た
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
場
を
も
ち
た
い
と
月

１
回
の
ペ
ー
ス
で
テ
ー
マ
を
決
め
て
開

い
て
い
ま
す
。去
年
は
、町
内
の
お
医
者

さ
ん
を
囲
ん
で
健
康
に
つ
い
て
の
座
談

会
、
ち
ょ
っ
と
お
し
ゃ
べ
り
・
ち
ょ
っ

と
お
点て
ま
え前

の
会
、
毛
筆
で
カ
レ
ン
ダ
ー

づ
く
り
な
ど
を
開
催
し
ま
し
た
。ま
た
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
キ
ャ
ッ
プ
の
収
集
を
年

間
を
通
じ
て
行
い
、
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
推

進
協
会
を
通
じ
て
、
２
年
間
で
ポ
リ
オ

ワ
ク
チ
ン
47
・
５
人
分
の
寄
付
を
行
い

ま
し
た
。

長
岡
京
市
配
食
活
動
協
働
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー
ム

そ
ば
を
楽
し
む
会

地
域
ふ
れ
あ
い
の
集
い﹁
た
け
の
こ
﹂

「京都府地域力再生プロジェクト」とは？
人と人とがつながった温かい地域社会を築き、京都の新しい魅力・価値の創造や、より質の高い公
共サービスを提供する京都府の実現をめざし、平成19年度から行われています。地域住民が協働し
て自主的に、暮らしやすく魅力的な地域にしようと取り組まれる「地域力再生活動」を京都府と市
町村が連携して応援しています。

伝
え
る
だ
け
で
な
く
、
会
員
と
障
が
い

者
の
交
流
も
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
そ
ば
粉
の
こ
ね
方
や
め
ん
の
延
ば

し
方
、
包
丁
の
使
い
方
な
ど
を
会
員
が

助
言
・
指
導
し
、
終
了
後
に
は
自
分
た

ち
で
打
っ
た
め
ん
を
味
わ
う
、
参
加
者

全
員
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て

い
ま
す
。
現
在
は
一
般
の
方
向
け
の
体

験
会
も
開
催
す
る
な
ど
、
そ
の
活
動
の

場
を
広
げ
て
い
ま
す
。
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東日本大震災に対する二市一町の支援状況二市一町派遣職員からの報告

●
派 

遣 

先
＝
福
島
県
会
津
若
松
市

●
派
遣
期
間
＝
６
日
間

●
活
動
内
容
＝
避
難
所
で
の
保
健
予
防
活
動

●
健
康
福
祉
部　

健
康
推
進
課
職
員

　

震
災
か
ら
３
か
月
が
過
ぎ
、
体
育
館
で
避
難
生

活
を
送
る
方
は
25
～
30
人
程
度
ま
で
減
っ
て
い
ま

し
た
。

　

血
圧
に
つ
い
て
の
問
題
が
多
く
、
ほ
と
ん
ど
の

人
が
高
血
圧
で
、
20
歳
代
、
30
歳
代
の
人
で
も
高

血
圧
状
態
に
あ
り
、
避
難
生
活
で
身
体
に
負
担
を

か
け
て
い
る
人
が
多
い
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
食

中
毒
予
防
の
観
点
か
ら
生
野
菜
が
な
か
な
か
と
れ

な
か
っ
た
り
、
保
存
食
が
多
い
と
い
う
食
事
の
問

題
や
喫
煙
、
精
神
的
ス
ト
レ
ス
や
不
眠
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
問
題
が
複
雑
に
か
ら
ん
で
、
高
血
圧
に
関

係
し
て
い
る
の
で
は
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
に
み
な
さ
ん
不
安
を

抱
え
ら
れ
て
お
り
、
特
に
、「
新
し
い
生
活
は
で

き
る
だ
け
同
じ
地
域
の
人
と
共
に
」
と
い
う
思
い

を
持
っ
て
い
て
も
、
み
ん
な
離
れ
離
れ
の
生
活
に

な
っ
て
し
ま
う
現
実
を
受
け
入
れ
な
く
て
は
な
ら

●
派 

遣 

先
＝�

福
島
県
楢
葉
町
役
場
会
津
美
里
町

出
張
所

●
派
遣
期
間
＝
37
日
間

●
活
動
内
容
＝�

各
種
証
明
発
行
事
務
・
仮
設
住
宅

事
務

●
総
務
部
危
機
管
理
監�

防
災
・
危
機
管
理
担
当
職
員

　

私
は
、福
島
第
１
原
発
事
故
の
影
響
に
よ
っ
て
、

福
島
県
楢
葉
町
役
場
に
設
置
さ
れ
た
会
津
美
里
町

出
張
所
に
、
約
１
月
間
派
遣
さ
れ
ま
し
た
。
そ
こ

で
、仮
設
住
宅
事
務
を
担
当
し
、入
居
す
る
方
に
鍵

の
引
渡
し
等
を
行
い
ま
し
た
。
仮
設
住
宅
に
入
ら

れ
た
方
は
、
避
難
所
に
は
な
か
っ
た
私
的
空
間
に

喜
び
、子
ど
も
た
ち
は
敷
地
を
駆
け
回
り
、徐
々
に

日
常
生
活
を
取
り
戻
し
つ
つ
あ
り
ま
し
た
。
さ
ら

に
、
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
や
ケ
ア
ハ
ウ
ス
を
建
て
る

計
画
も
進
ん
で
お
り
、
被
災
者
の
方
々
を
取
り
巻

く
環
境
は
、
今
後
一
層
改
善
さ
れ
る
も
の
と
思
わ

れ
ま
す
。
ま
た
、
行
政
の
支
援
に
加
え
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
子
ど
も
向
け
の
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

●
派 

遣 

先
＝
岩
手
県
陸
前
高
田
市

●
派
遣
期
間
＝
７
日
間

●
活
動
内
容
＝
給
水
活
動

●
健
康
福
祉
部�

町
民
健
康
課
職
員

　

私
達
は
、
陸
前
高
田
市
の
沿
岸
部
か
ら
４
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
ほ
ど
内
陸
に
入
っ
た
、
気
仙
川
北
側
の

竹
駒
地
区
で
活
動
し
ま
し
た
。
沿
岸
部
か
ら
離
れ

て
い
る
こ
の
地
区
も
、
家
や
駅
舎
、
多
く
の
建
物

が
破
壊
さ
れ
、
電
柱
も
倒
れ
、
が
れ
き
の
山
が
一

面
広
が
る
悲
惨
な
光
景
で
し
た
。
そ
の
よ
う
な
状

況
の
中
で
、
最
も
感
じ
た
の
が
、
現
地
の
方
々
の

「
優
し
さ
」
で
し
た
。
家
が
流
さ
れ
た
人
、娘
を
亡

く
し
た
人
、
ど
の
方
も
大
変
な
状
況
で
あ
る
は
ず

な
の
に
、避
難
所
と
な
っ
て
い
る
公
民
館
や
お
寺
、

各
家
庭
な
ど
、
ど
の
場
所
で
も
感
謝
し
て
い
た
だ

き
、
温
か
く
接
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
黙
々
と

が
れ
き
の
片
付
け
を
行
っ
て
い
る
方
や
家
の
中
の

掃
除
を
し
て
い
る
方
の
被
災
に
向
き
合
い
、
や
っ

て
い
く
し
か
な
い
と
い
う
雰
囲
気
に
、
逆
に
こ
ち

向
日
市

長
岡
京
市

大
山
崎
町

　平成23年３月11日、東北・関東地方を襲った巨大地震と大津波は、各地域に甚大な被害をもたらし
ました。この震災で被災されました皆様にお見舞いを申し上げますとともに、お亡くなりになりました
方々のご冥福を心からお祈り申し上げます。このページでは、東日本大震災に対する二市一町の支援状
況について報告します。

ここでは、京都府、関西広域連合、日本水道協会からの要請により、二市一町からそれぞれ被災地に派
遣された職員から、現地での活動や被災地の状況などを報告します。

な
い
よ
う
で
し
た
。
今

ま
で
築
き
上
げ
て
き
た

地
域
が
こ
の
震
災
に

よ
っ
て
無
く
な
り
、
新

た
に
生
活
を
作
り
上

げ
、
地
域
に
溶
け
込
ん

で
い
く
こ
と
は
と
て
も

大
変
な
こ
と
だ
ろ
う
な

と
感
じ
ま
し
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活動時に身につけていた応援バッジ

仮設住宅入居を手伝う職員とボランティア

給水活動の様子

自治体名 職種 派遣先 期間（平成23年） のべ人数 活動内容

向日市

一般職
岩手県大

お お ふ な と

船渡市、

陸
りくぜんたかだ

前高田市
4月7日～30日 18人 給水活動など

保健師
福島県会

あいづわかまつ

津若松市、

南
みなみそうま

相馬市

5月2日～7日
6月15日～20日
8月28日～9月3日

4人 感染症予防など

教員 福島県新
し ん ち

地町 6月30日～7月6日 1人 教育支援活動など

社会福祉
協議会職員

宮城県多
た が じ ょ う

賀城市、

塩
しおがま

竈市、

山
やまもと

元町

3月30日～4月6日
4月11日～18日
5月1日～8日
9月14日～22日

4人 災害ボランティアセンター
業務など

長岡京市

一般職 岩手県陸前高田市 3月14日～4月29日 26人 給水活動など

社会福祉
協議会職員 宮城県山元町 4月3日～9月30日 6人 災害ボランティアセンター

業務など

一般職 福島県楢
な ら は

葉町 4月27日～7月23日 4人 り災証明発行、
仮設住宅対応など

保健師 福島県会津若松市、
南相馬市

5月6日～11日
5月26日～31日
9月4日～10日

3人 健康相談など

手話通訳者 宮城県亘
わ た り

理町 6月24日～30日 1人 手話通訳など

教員 福島県 6月25日～7月1日 1人 府の教育支援活動チーム
の一員として

大山崎町
一般職 岩手県陸前高田市、

大船渡市

4月4日～8日
4月11日～20日
4月24日～30日

6人 給水活動など

保健師 福島県会津若松市 6月7日～12日 2人 健康診断など

乙訓消防組合 消防職員 宮城県南
みなみさんりく

三陸町 3月11日～4月2日 65人 救助救急活動

【人的支援】

【義援金受付状況】

向日市 1,124万5,231円

長岡京市 2,073万8,933円

大山崎町 517万3,802円

合　　計 3,715万7,966円

※ その他に、支援物資を募集し、被災地にお送りしています。

（平成23年9月30日現在）
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乙訓地域の
文化財

　須田家住宅は、西国街道、愛宕道（物集女街道）と丹波道
の分岐点に位置します。「松葉屋」の屋号をもち、明治30年
代まで、おもに醤油の製造・販売をしていました。昔、この
辺りにはこういった商家がたくさんあり、京都近郊の町場と
して賑わっていました。
　1987（昭和62）年、京都府の有形文化財に指定され、
1991（平成３）年からおよそ６年の歳月をかけて修復され
ました。現在も、その趣のあるたたずまいで、訪れる人の心
を惹きつけています。

須田家住宅／向日市

　妙喜庵は室町時代後期に東福寺の僧春嶽
が開山しました。当庵には国宝の茶室「待
庵」があり、千利休が唯一残した茶室であ
ろうといわれています。待庵の室内は、二
畳という極小の空間で、利休の非凡さがう
かがえます。小間の茶室の原点といわれ、
待庵以後このような形の茶室が一般化した
ものと考えられます。にじり口が設けられ
た第１号の茶室ともいわれています。

　旧石田家住宅は店舗と住まいを兼ねた町家で、町家独
特の風情をもち、西国街道筋の面影を今に伝えています。
2000（平成12）年10月、規模が大きく江戸時代末期の
町家建築の基準となるものとして、国登録有形文化財に
登録されました。
　明治以降、町医者などに利用されていたものを、後年
になって石田家が購入、2003（平成15）年に長岡京市
が取得し、人々が集い、文化を発信するサロン「神足ふ
れあい町家」として整備しました。

旧石田家住宅／長岡京市

妙喜庵茶室「待庵」／大山崎町


